
 

- 1 -

２００８年（平成２０年）６月１９日 (木) 曇 第２１４５回（ 当年度第４６回 ）例会 
 

点 鐘                      会長 樋江井 誠君 
司 会                      SAA  南村 朋幸君 
ロータリーソング                   「我らの生業」 
                         ソングリーダー  浅野 安郎君 
ゲスト及びビジター紹介 

江南ローターアクトクラブ 会長 磯村 美貴子君 
 
会長挨拶                    会長 樋江井 誠君 
 

皆様こんにちは。 

早いものです。本年度ここでの例会は今日が最後です。 

一年間ほんとうに有難うございました。来週は増美で夜

間例会となっています。本年度は地区大会という、大きな行

事を行いました。一年を振り返って楽しく語り合いたいと思

います。出席の程をお待ちしています。 

さて本年度はなぜか、大災害が多い年ですね。四川の大

震災に続いて、先週は日本の東北地方に震度６強の大きな

地震がありました。連日報道されていますが、谷が一瞬にし

て埋まってしまうような、大きな地すべり、泥流の多さ、大き

な天災を前にしては、人間の無力さを痛感させられます。地

球温暖化のせいでしょうか、異常気象のせいでしょうか、本

年度は地震の多い年です。家屋の補強などをして、近い将

来必ず来ると予測されている東海沖地震に備えてください。

以上会長挨拶に代えます。 

 
江南ローターアクトクラブ挨拶 

会長  磯村 美貴子君 
 

皆様こんにちは。江南ローターアクトクラブ今期会長を務

めさせていただきました磯村でございます。今期最後のご

挨拶とご報告をさせていただきたいと思います。今期は皆

様のお力添えもあり、４名の新入会員を迎え、合計１３名で

１年間クラブを運営してまいりました。 

今期は提唱クラブの皆様との交流をしたいということか

ら、澤田委員長にはご無理をお願いし、様々な形で行事

等に参加させていただきました。又、桶江井会長始め多く

の皆様にご尽力いただいたことを心より感謝申し上げます。 

来期はロータリーで地区協議会にあたる、アクターズミ

ーティングを江南ＲＡＣがホストさせていただきます。又、

江南 RACが創立３０周年を迎えることから、現時点で鈴木

次年度会長始め次年度委員長の杉本様にすでにご面倒

をおかけしながら準備を進めております。次年度は鈴木

祥之君が会長を務めますが、彼のもと、皆様のご期待に

副えられるように、クラブ一丸となって来期の大きな行事

を成功へと導きたいと思っております。 

又、来期は個人的ではありますが、私と鈴木晶子さん鈴

木祥之君にとって最後の１年となります。悔いの残らない

よう楽しみ、又、皆様とのつながりを若い人たちに繋げて

いけたらと思います。 

経験が足らず至らない私のせいで、ご迷惑などおかけ

しました澤田委員長始め、叱咤激励くださりました皆様、１

年間ありがとうございました。そして来期も江南ローター

アクトクラブを宜しくお願い申し上げ私の挨拶とさせていた

だきます。 

 
幹事報告  ―別紙―         幹  事 杉浦  賢二君 
祝 福    ―別紙―            委 員 安藤喜代司君 
出席報告                    委員長 尾関  憲市君 

会員数 出席者数 欠席者数 出席率 

５４名 ４２名 １２名 ８５．７１％ 

前々回（６月５日）欠席者数 ２名 
補正出席率 ９５．８３％ 
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ニコボックス                委員長 長谷川 優子君 
〇4大奉仕委員長の皆様、1年間ご苦労様でした。 
本日はよろしくお願い致します。 
   樋江井 誠、安藤 正英、杉浦 賢二、片平 博己 各君 
〇元気で32回目の開業記念日を迎えることのできた喜び。 
  人生のうち、3枚しかないと思い込んでいるラッキーカー
ドのうちの1枚を最近使ってしまった様な気がしています。 

倉知 正憲君 
○委員長として1年お世話になりました。｢1年を振り返っ
て｣として卓話をさせていただきます。   
                          川崎 良一、松岡 一成 各君 
○国際奉仕委員会より1年を振り返って の卓話をさせて
頂きます。1年間後協力ありがとうございました。 

早川 正輝君 
○ローターアクト会長 磯村さんをお迎えする喜び。 

澤田 昌久君 
○先日の新入会員歓迎会では、多くの皆様に大変お世話に
なりありがとうございました。これからもがんばりますので
よろしくお願いいたします。           南村 朋幸君 
○先日の新入会員歓迎会、ありがとうございました。 

杉本 安宏君 
〇「1年を振り返って」 四大奉仕委員会 委員長、本日はご
苦労様です。 
栗本 務、岩田 進、脇田 博治、景山 芳樹、丹羽 雄三、 
滝 勝夫、安藤 喜代司、庄田 元久、古田 嘉且、松井 智義、 

長谷川 優子、杉本 哲一 各君 
 
 
本日の卓話 

「 一年を振り返って 」 (四大奉仕委員会) 
 

クラブ奉仕委員会             委員長 安藤 正英君 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

ロータリーの参考書によれば｢クラブ奉仕｣とは、クラブの

管理運営に参加すること、そしてその目的とは個々のロー

タリアンが共同の行動をとることによって、お互いの認識を

深め、友情と親睦を増して行くと言う日常的過程の中で、自

分の心に他の人の姿を写し、自分の足りないところを反省

して、生活態度を定着化させていくことがクラブ奉仕の原点

であるとなっている。これには何が大切か振り返ってみれ

ば、何をおいてもクラブの例会に出席して、冷静に自分を

見つめ、クラブや同僚が今何を欲しているかを考え、それ

を率先して行動をとることが必要であると説いている。 

この１年間、私はクラブ奉仕といったことにほとんど行動

を起こしていませんでした。ただ弁解を言うようですが、何

かクラブで問題が生じれば前に出て行動し、解決の道を作

るべきと、冷静に見つめておりました。完成された委員長さ

んばかりで何も問題がないのに、｢あれはどうなっている

か｣、｢これはこうしたほうが良い｣と言うことはできるかぎり

避けて この１ヵ年の道を歩いてきました。いろいろ私にご

批判があろうかと思いますが、できる限り例会に出席し そ

してミーティングに出席して、各委員長さんのご意見を聞い

て、私自身何も言うことはありませんでした。 

 

自己研鑽の自覚のある委員長さんで、これこそ｢ロータリ

アン｣と呼ぶべき方々ばかりで、何も慮ることはありません

でした。さて、クラブ奉仕委員会に属してみえる各 委々員長

さん及び委員の方々にお礼を申し上げます。        

   出席委員会の委員長尾関憲市さん、毎週の出席報告

大変でした。理想は１００％ですが、これほど難しいことは

ないかと思います。他のクラブで１００％と報告されている

ところもありますが、どのようにして１００％が維持できるか、

勉強させていただきたいと思っています。 

 会報委員会委員長の杉本哲一さん及び委員の方々、これ

も毎週会報を作成するには大変な努力が必要かと思いま

す。美しくそして整頓された会報を１年間ありがとうござい

ました。 

 親睦活動委員長の中島仁さん及び委員の方々、年忘れ

家族会及び親睦旅行、大変楽しく、そして有意義に送ること

ができ感謝致しています。行事も立案は大変であったろうと

思います。例会では味わうことができないロータリークラブ

のメリットを感じました。 

会員増強委員長の冨永典夫さん及び委員の方々、会員

増強の難しさを感じられ、プレッシャーもあったことと察しま

すが、何度もミーティングを開催していただき 杉本安宏さ

ん、南村朋幸さんの２名に入会していただいたことに頭が

下がる思いです。会員増強委員会は退会防止もかねてい

ます。ご苦労があったと思います。 

 プログラム委員長の稲山赫己さんには、例会がスムーズ

に進行していくようプラグラムを作っていただき感謝申し上

げます。 

 広報雑誌委員会の脇田博治委員長には、｢ロータリーの

友｣の重用点を教えていただき、そしてわが江南ロータリー

のことも何回も掲載していただきました。又、私事になりま

すが、私の検診のことをPRしていただき感謝しております。 

 ニコ BOX 委員会の長谷川優子委員長及び委員の方々、

毎回ニコ BOX を集めることはこれも大変であったと思いま

す。それに毎回長谷川委員長の美声に聞きほれておりました。 

 その他、時間の関係でお礼の言葉を申し上げられなかっ

た委員長及び委員の方々に心から厚くお礼申し上げます。 

 

 最後に、ロータリーは「千秋万歳」であります。決してマン

ネリ化しないように節に望むものであります。千秋万歳の

ロータリーであって欲しいと今日この頃思うものであります。 

 




